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一粒のタネに託された情熱

　平素から格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。

　サカタのタネは創業以来、良質な商品とサービスの提供により世界の人々の生活文化

の向上を目指し、世界各国にて事業活動を行っております。現在では、世界23カ国、39社

の連結子会社・関連会社を擁し、170カ国以上に種苗を供給しています。研究開発型の企

業として、現状に甘んじることなく、常に「これまでにない」高品質でオリジナル性の高い

品種の作出に励んでおります。

　2025年は、昨年に引き続き変化の激しい年になると捉え、一人一人が変化の波に柔軟

に対応し、新たな目標達成に向けて、大きな飛躍を遂げる１年を目指します。

　2年後の2027年3月には「2027年国際園芸博覧会」（GREEN×EXPO2027）が横浜市

で開催されます。当社は地元横浜の企業の一員として、このイベントへの出展・協力を通

じ、地域社会の発展、農園芸業の成長、そして、持続可能な社会の実現に寄与すべく、総力

を挙げて取り組んでおります。

　今後も「花は心の栄養、野菜は体の栄養」というメッセージのもと、世界一の種苗会社を

目指してまいります。株主の皆様におかれましては、ご支援のほどよろしくお願い申しあ

げます。
2025年2月

種苗を通じて、世界中の人々の生活、
文化の向上に寄与し続けてまいります。

代表取締役社長

1913年の創業から現在に至るまで、時代背景は変わっても常に変わることがないのは、私たちの「タネにかける情熱」です。
この情熱こそが、100年以上脈々と続いてきたサカタのタネのDNA。それが当社のグループスローガンである「PASSION in Seed」です。

優れた花・野菜品種の開発を通し、世界の人々の生活文化向上に貢献する

スローガン 

ごあいさつ
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（単位：百万円）
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営 業 利 益

5,672百万円
前年同期比	 7.2%増

経 常 利 益

5,650百万円
前年同期比	 0.8%減

親会社株主に帰属する中間純利益

5,123百万円
前年同期比	 58.8%増

売 上 高

42,325百万円
前年同期比	 3.6%増

連結財務ハイライト
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親会社株主に
帰属する
中間純利益
3,226

売上高
40,872

当中間期
2024年6月1日から2024年11月30日まで

売上高
42,325

売上原価  14,907
販売費及び一般管理費  21,744

前中間期
2023年6月1日から2023年11月30日まで

営業利益
5,672

経常利益
5,650

特別利益
2,345

営業外費用
944

特別損失
553

税金等
調整前

中間純利益
7,442

法人税等
2,293

中間
純利益
5,149

親会社株主に
帰属する

中間純利益
5,123

営業外収益
921

非支配株主に
帰属する

中間純利益
26

流動資産
113,046

固定資産
75,531

負債・純資産合計
188,578

負債
28,888

純資産
159,689

資産合計
192,717

流動資産
116,846

固定資産
75,870

流動負債
22,906
固定負債
9,277

前期
2024年5月31日現在

負債・純資産合計
192,717

現金及び
現金同等物
の期首残高
20,264

現金及び
現金同等物

に係る
換算差額
△324

投資活動による
キャッシュ・フロー

5,231

営業活動による
キャッシュ・フロー
2,369

現金及び
現金同等物
の中間期末

残高
26,643

財務活動による
キャッシュ・フロー
△897

当中間期
2024年11月30日現在

前期
2024年5月31日現在

当中間期
2024年11月30日現在

当中間期
2024年6月1日から2024年11月30日まで

純資産
160,533

負債
32,184 流動負債

19,892
固定負債
8,996

資産合計
188,578

中間連結損益計算書の概要

（単位：百万円）中間連結貸借対照表の概要

（単位：百万円）

（単位：百万円）中間連結キャッシュ・フロー計算書の概要

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

連結損益計算書
売上高は423億25百万円（前年同期比3.6％増）、営業
利益は56億72百万円（前年同期比7.2％増）、経常利
益は56億50百万円（前年同期比0.8％減）、そして親
会社株主に帰属する中間純利益は、51億23百万円

（前年同期比58.8％増）となりました。

連結貸借対照表
資産合計は、1,885億78百万円（前連結会計年度末比41
億39百万円減少）、負債合計は、288億88百万円（前連結
会計年度末比32億96百万円減少）、純資産合計は、1,596
億89百万円（前連結会計年度末比8億44百万円減少）とな
りました。

Point

連結財務諸表
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売上高の推移 売上高の推移

32,000

16,000

3,000

1,500

3,000

1,500

5,981 6,138

国内卸売事業

造園緑花事業等

海外卸売事業

小売事業

売上高 61億38百万円
（前年同期比2.6%増）

売上高 19億49百万円
（前年同期比7.8%増）

売上高 323億64百万円
（前年同期比4.3%増）

売上高 18億72百万円
（前年同期比9.3%減）

事 業 内 容
国内の種苗販売店
等への農園芸商材

（野菜種子・花種子・
球根・苗木・資材）の
卸売

事 業 内 容
海外の種苗会社等
への農園芸商材（野
菜種子・花種子・苗
木）の卸売

事 業 内 容
ホームセンター・通
信販売を通じた園
芸愛好家への園芸
商材（野菜種子・花
種子・球根・苗木・園
芸資材）の販売

事 業 内 容
造園緑花事業（造園
工事・緑花関係の育
成維持管理）、その
他

　花種子が微減となりましたが、野菜種子、資材の売上が伸びたこと
から、前年同期比増収となりました。野菜種子において、トマトでは新
品種や台木が新規導入されたこと、キャベツでは耐暑性が評価された
こと、ブロッコリーでは従来品種が再評価されたことにより、好調に
推移しました。また資材では、農業用フィルム、遮光遮熱資材や環境制
御機器、バイオスティミュラント資材などの売上が伸びました。

　造園緑花分野は、資材や燃料の価格高騰など厳しい
状況下にありましたが、大型公共工事が進捗したこと
により、前年同期比増収となりました。

　北中米とアジアでは現地通貨ベースで減収となり
ましたが、欧州・中近東、南米において現地通貨ベース
で大幅な増収となり、前年同期比増収となりました。
欧州・中近東、南米では、野菜種子、花種子の双方で好
調に推移しました。

　マーケット全般が低調に推移したことや、直営店舗
のガーデンセンター横浜を2023年12月に閉店した
ことなどから前年同期比減収となりました。

セグメント別営業概況
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　当社の北中米統括子会社サカタ・アメリカ・ホールディング・カンパ
ニー（SAH）は、本社をカリフォルニア州モーガンヒル市から、ウッドラ
ンド市のウッドランドイノベーションセンターに移転しました。219
エーカー（約88.6ha）の農地に研究開発、種子生産、加工、試験、包装、流
通、バイオテクノロジーなど主要機能を統合し、当社グループにとって
重要な節目となりました。

サカタのタネの北中米統括子会社が
ウッドランドに本社移転

　2024年6月、当社の子会社サカタ・シード・スダメリカ
は、当社グループの南米における5番目の海外現地法人
サカタ・コロンビアを設立しました。南米第3位の野菜種
子市場を持つコロンビアにおける営業活動を強化するこ
とで、トマト、タマネギ、ペッパーなど当社グループが南
米地域で強みを持つ品目の売上およびシェアを向上し、
南米ナンバーワンの種苗会社を目指すとともに、当社の
他拠点との連携を深めていくことによりグローバル体制
の強化を図ります。

サカタのタネの
南米子会社が
コロンビアに現地法人設立

　2024年11月、当社のスペイン子会社サカタ・シード・
イベリカは、中前隆博駐スペイン大使、ビカル市のアント
ニオ・ボニーリャ市長、当社代表取締役の坂田宏が出席の
もと、アンダルシア州アルメリア県で新本社建設の起工
式を行いました。
　アルメリアは、ヨーロッパの種苗産業における最重要
市場の一つで、新本社は当社グループのビジネス戦略に
おいて重要な拠点となります。竣工は2026年の予定で、
トマト、ペッパー、キュウリ、ズッキーニ、メロンなどの品
種開発を行います。起工式では、社員や関係者の願いを

「ベストウィッシュボックス」に託し、記念碑の中に納め
ることで新本社の成功を祈念しました。

サカタのタネの
スペイン子会社が
アルメリアで新本社起工式を実施
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（注）1．所有株式数は百株未満を切り捨てて記載しております。
2．持株比率は、自己株式（2,507,130株）を控除して計算しており、小数第３位以下を切り

捨てて表示しております。
3．自己株式には、「株式給付信託（BBT）」に基づき株式会社日本カストディ銀行（信託E口）

が所有する当社株式（54,600株）を含んでおりません。
4．当社は自己株式2,507,130株を保有しておりますが、上記大株主から除いております。

役員（2024年11月30日現在）会社概要 （2024年11月30日現在）

商 号

英 文 社 名
創 業 年 月 大正 2 年（1913年）  7月
設 立 年 月 昭和17年（1942年）12月
資 本 金 135億円
本 社 横浜市都筑区仲町台二丁目7番1号
従 業 員 数 689名（連結2,970名）

発行可能株式総数 � 104,000,000株

発行済株式の総数 � 46,410,750株

株 　 主 　 数 � 43,609名

 大　株　主

株式の状況（2024年11月30日現在）

株 主 名 持株数（千株）持株比率（％）
有 限 会 社 テ ィ ー エ ム 興 産 7,607.9 17.33
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 4,333.8 9.87
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 1,750.0 3.99
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 1,490.7 3.40
株 式 会 社 日 本 カ ス ト デ ィ 銀 行(信 託 口) 1,456.9 3.32
BNP PARIBAS LUXEMBOURG/2S/JASDEC/ 
FIM/LUXEMBOURG FUNDS/UCITS ASSETS 877.4 2.00

キ ッ コ ー マ ン 株 式 会 社 678.0 1.54
丸 一 鋼 管 株 式 会 社 600.2 1.37
東 京 青 果 株 式 会 社 563.9 1.28
横 浜 冷 凍 株 式 会 社 558.2 1.27

代 表 取 締 役 社 長 坂　田　　　宏
取締役常務執行役員 加々美　　　勉
取締役常務執行役員 内　山　理　勝
取締役常務執行役員 黒　岩　和　郎
取締役常務執行役員 古　木　利　彦
取締役常務執行役員 高　宮　　　全
取 締 役（ 社 外 ） 菅　原　邦　彦
取 締 役（ 社 外 ） 尾　崎　行　正
取 締 役（ 社 外 ） 渡　辺　雅　子
常 勤 監 査 役 對　馬　淳　平
監 査 役（ 社 外 ） 坊　　　昭　範
監 査 役（ 社 外 ） 田　中　公　子

上 席 執 行 役 員 中　井　智　二
上 席 執 行 役 員 米　本　丈　夫
上 席 執 行 役 員 齋　藤　弘　佳
上 席 執 行 役 員 榎　本　真　也
上 席 執 行 役 員 小　津　聡　子
上 席 執 行 役 員 星　　　武　徳
執 行 役 員 黒　木　達　司
執 行 役 員 三　浦　高　明
執 行 役 員 川　村　　　学
執 行 役 員 平　田　　　理
執 行 役 員 吉　田　潤　平
執 行 役 員 近　藤　了　裕
執 行 役 員 大　塚　　　達
執 行 役 員 井　内　　　勲

会社概要／株式の状況
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証券コード 1377

PASSION通信
2024年6月1日～2024年11月30日

〒224-0041　横浜市都筑区仲町台2-7-1
TEL 045-945-8800㈹

当社では、お客様の満足度向上を目指し、
「お客様相談室」を設けております。

お客様相談室

                         受付時間：平日 9：00〜12：00、13：00〜16：00
　　　 　                    （土・日・祝および当社休業日を除く）
※音声ガイダンスに従って、2番を選択してください。
※受付時間は、諸事情により変更させていただく場合がございます。

● 株式に関するお手続きについて
お手続き、ご照会等の内容 お問合せ先

特 別 口 座 に
記 録 さ れ た 株 式

○ 特別口座から一般口座への振替請求
○ 単元未満株式の買取（買増）請求
○ 住所・氏名等のご変更
○ 特別口座の残高照会
○ 配当金の受領方法の指定（＊）

特 別 口 座 の 
口 座 管 理 機 関

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081 
新東京郵便局私書箱第29号
電話　0120-232-711（通話料無料）
【手続き書類のご請求方法】
○ インターネットによるダウンロード
https://www.tr.mufg.jp/daikou/

○ 郵送物等の発送と返戻に関するご照会
○ 支払期間経過後の配当金に関するご照会
○ 株式事務に関する一般的なお問合せ

株 主 名 簿 管 理 人

（＊）特別口座に記録された株式をご所有の株主様は、配当金の受領方法として株式数比例配分方式はお選びいただけません。

証 券 会 社 等 の
口座に記録された
株 式

○ 郵送物等の発送と返戻に関するご照会
○ 支払期間経過後の配当金に関するご照会
○ 株式事務に関する一般的なお問合せ

株 主 名 簿 管 理 人
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081 
新東京郵便局私書箱第29号
電話　0120-232-711（通話料無料）

○ 上記以外のお手続き、ご照会等 口座を開設されている証券会社等にお問合せください。

● 株主メモ 事業年度 6月1日〜翌年5月31日
配当金受領株主確定日 期末  5月31日　中間　11月30日
定時株主総会 毎年8月下旬
株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部　東京都府中市日鋼町1-1　電話0120-232-711（通話料無料） 
郵送先 〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

上場証券取引所 東京証券取引所（証券コード 1377）

公告の方法 電子公告により、当社のウェブサイトに掲載します。〈https://kmasterplus.pronexus.co.jp/main/corp/1/3/1377/index.
html〉ただし、電子公告を行うことができない事故その他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に掲載します。

（ご注意）株主さまの住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続きにつきましては、口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人 
             （三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。なお、未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行の本支店でお支払いたします。

0570-00-8716

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

右記URLにアクセスいただき、
アクセスキー入力後に表示される
アンケートサイトにて
ご回答ください。

当社では、株主の皆さまの声をお聞かせいただくため
アンケートを実施いたします。お手数ではございます
が、アンケートへのご協力をお願いいたします。

株主の皆さまの声をお聞かせください

https://koekiku.jp
アクセスキー

ご回答いただいた方の中から抽選で
薄謝を進呈させていただきます。

本アンケートは、株式会社プロネクサスの提供する「コエキク」サービスにより
実施いたします。https://www.pronexus.co.jp/
アンケートのお問い合わせ「コエキク事務局」       koekiku@pronexus.co.jp

スマートフォンから
カメラ機能でQRコード
を読み取り

QRコードは株式会社デンソーウェーブの
登録商標です。


